
― 医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。 ― 

2020年 2月 

 

販売元  

 

製造販売元  
 

 

「使用上の注意」改訂のお知らせ 
 

免疫抑制剤 

 
(シクロスポリン製剤) 

 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

この度、「使用上の注意」を自主改訂（2020年 2月）致しますので、お知らせ申し上げます（  部：追記箇所）。 

今後のご使用に関しましては、下記の内容をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

また、新添付文書を挿入しました製品をお届け致しますまでには若干の日時を要するものと思われますので、この点ご了

承賜りますようお願い申し上げます。 

敬具 

記 
改訂後（下線  を追記） 改訂前 

【使用上の注意】 

3. 相互作用 

(2)併用注意（併用に注意すること） 
 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

ドセタキセル 

パクリタキセル 

本剤又はこれらの 

薬剤の血中濃度が 

上昇する可能性が 

あ る ので 、併用す 

る場合には血中濃 

度を参考に投与量 

を 調 節 す る こ と 。 

代謝酵素を競合する 

こ と に よ り 、 本 剤 又 

はこれらの薬剤の代 

謝が阻害される可能 

性がある。 

レテルモビル レ テ ル モ ビ ル の 

C Y P 3 A 阻害により 

本剤の血中濃度が上 

昇 す る 可 能 性 が あ 

る 。 ま た 、本剤の有 

機ア ニオ ン ト ラ ン ス 

ポーター阻害により 

レテルモビルの血中 

濃度が上昇する可能 

性がある。 

エゼチミブ 機序は不明である。 

【使用上の注意】 

3. 相互作用 

(2)併用注意（併用に注意すること） 
 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

ドセタキセル 

パクリタキセル 

本剤又はこれらの 

薬剤の血中濃度が 

上昇する可能性が 

あ る ので 、併用す 

る場合には血中濃 

度を参考に投与量 

を 調 節 す る こ と 。 

代謝酵素を競合する 

こ と に よ り 、 本 剤 又 

はこれらの薬剤の代 

謝が阻害される可能 

性がある。 

 

エゼチミブ 機序は不明である。 
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＜お問い合わせ＞ 
お問い合わせは、株式会社フェルゼンファーマ安全管理部までご連絡ください。 

TEL 03-6368-5160 FAX 03-3580-1522 

以上 


